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問題２ だ液を入れた試験管と水を入れた試験管で実験するのはなぜか。

デンプンがだ液によって変化することを確かめるため。

問題１ 試験管を36℃くらいの湯の中に入れたのはなぜか。

消化酵素はそのくらいの温度のときが最もはたらきがさかんだから。

問題３ 問題２のような実験を何というか。 対照実験

問題４ 結果からだ液にはどのようなはたらきがあることがわかるか。

デンプンをブドウ糖や麦芽糖に分解するはたらき。

だ液によりデンプンが分解
されデンプンがなくなった
から

だ液によりデンプンが分解
され糖ができたから

水によりデンプンは分解され
ずデンプンのままだから

水ではデンプンは分解され
ずデンプンのままだから

デンプンはだ液によってブドウ糖に変えられてしまうのでＡの試験管にはもう

デンプンはもう存在しない

デンプンは水によっては変化しないのでＢの試験には，そのままデン

プンは存在する。
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デンプンに反応する ブドウ糖などに反応する

だ液のはたらきを確かめる実験中２理科２ ＮＯ４
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デンプンがあるかを調べる。

あれば青紫色に変化する

もとは青色でブドウ糖や麦芽糖
ばくがとう

があるかを調べる。液体に加

え加熱するとブドウ糖や麦芽糖があると赤褐色
せきかつしよく

や黄色を示す。

加熱するときの注意
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水熱するときは沸とう石をいれ

試験管を火の上で左右にこき

ざみに振って突沸
とつぷつ

に注意する。
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ベネジクト溶液を加えて加熱
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